
　第1号 ふれあって山田（第2層協議体） 令和2年7月吉日　

　　　　今回の便りでは、山田地区全体（山田・吉原・出塔・柏原・野・岸上・神野々）の

　　  　「ふれあって山田」では昨秋実施のアンケート調査結果をもとに、元気に楽しく過ごせる

　　　町づくり向けて、今後、丁寧に話し合いを積み重ねていきたいと考えていますので、今後とも

　　　ご支援、ご協力を宜しくお願いいたします。

　　　調査結果の一部を紹介させていただきます。

生活状況に関するアンケート調査結果報告
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回答者の家族の年齢構成（N=1355)

(人)

回答者の家族の性別（N=1960）

男性

894人

女性

1066人

同居

417人(45%)

夫婦2人

285人 (31%)

一人暮らし

184人（ 20%）

その他 34人( 4%)

家族構成（N=920)

同居 夫婦2人 一人暮らし その他

年齢

65歳以上を見てみると、70～74歳の

方が多く、70歳以上の方が約半数ち

かくいらっしゃいます。

性別

地区別でみても、女性の方が多いと

いう結果でした。

家族構成

20％の方が一人暮らしなので、今後

は声掛けなどの助け合いが必要と思

われます。

７５歳以上は30％

70歳以上は48％

◇皆様ご協力いただきありがとうございました◇

２，２９０戸配布・９８５戸回収・回収率４３％

（令和元年１１月アンケート調査実施）



　第1号 ふれあって山田（第2層協議体） 令和2年7月吉日　

 　　　山田地区　各区長

　　・手助けしてほしい項目に対し、27名の方が「手助けできる」とご記名があり、

　　・介護、介助が必要な方が24％（228名）‥何らかの手助けが必要と思われます。

　　　連絡先（生活支援コーディネーター）福井昭兒（090-4306-3798）森本千鶴子（090-1953-0937）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本光子（090-1891-1326）米坂和芳　（090-9880-0467）

　　　また、ほとんどの方が「手助けできる」項目にご回答いただき感謝しています。

　　　です。　みなさんの「力」をなんとかつなげられないかということも大切だと考えています。

　　　手助けを必要とする方に対してどのようにすれば実現するのか、その仕組み作りが今後の課題

必要ない

719人（ 76%）

必要だが受けていない

90人（ 9%）

介護保険 114人

（12%）

家族の介護、介助

24人（ 3%）

介助、介護は必要か（N=947）

N=532
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回答数 1140

手助け必要 532

（複数回答可）

手助け不要 608

手助け必要

上位項目①～⑤

63％

左図の9項目で

90％

実現に向けて検討

以上の皆様の貴重なご意見をもとに、「ふれあって山田」で話し合いながら、お互いに

気軽に助け合える雰囲気作りとその仕組み作りや、さらに住みよい山田地区を目指して

活動を進めていきますので、変わらぬ皆様のご支援、ご協力を宜しくお願いします。
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声掛け等の安否確認

話し相手
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災害時の避難

草刈り・草引き

手助けできること（上位５項目）

(人)

N=1085


